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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めに gekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35

別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien   市内半日／ウィーンの森
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947   ウォーキングツアー 他

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
シシィツアー／美術史博物館とクンストカンマー／
旧市街と大観覧車から眺めるイルミネーションツアー／
電車と船で行くヴァッハウ渓谷のんびりツアー その他

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18
月刊ウィーン 定期購読のご案内

 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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我
が
国
産
官
学
の
協
力
に
よ
り
、
二
〇
一三

年
十
二
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
原
子
力
界
の
リ
ー

ダ
を
担
う
人
材
、
及
び
研
究
や
設
計
が
で

き
る
自
立
し
た
研
究
者
・
技
術
者
の
育
成
を

目
的
と
し
た
日
本
ベ
ト
ナ
ム
原
子
力
研
究
・

人
材
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
六
～
二
七
日
に
第
五
回

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
た
。
過

去
四
回
の
テ
ー
マ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
流
動
、

材
料
、
研
究
炉
、
人
材
育
成
だ
っ
た
。
今
回

は
機
器
・
構
造
物
の
非
破
壊
検
査
に
関
す

る
最
新
の
技
術
と
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
情

報
や
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
両
国
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活

発
化
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
我
が
国
か
ら

は
、
日
立
、
東
芝
、
三
菱
、

関
電
、
国
際
原
子
力
開

発
、
原
子
力
安
全
シ
ス
テ

ム
研
究
所
、原
子
力
機
構
、

東
工
大
、
長
岡
技
科
大
、

東
大
、
京
大
か
ら
計
三
三

名
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
は
原

子
力
研
究
所
、
材
料
科

学
研
究
所
、
ハ
ノ
イ
工
科

大
学
、
ハ
ノ
イ
電
力
大
学

な
ど
か
ら
約
六
十
名
の

参
加
が
あ
っ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
計

二
三
件
の
発
表
と
パ
ネ
ル

討
論
が
あ
っ
た
。
発
表
で

は
我
が
国
産
業
界
が
こ
の

分
野
で
豊
富
な
経
験
や

知
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。「
若

手
研
修
者
の
研
究
に
お
け
る
課
題
と
そ
の
対

応
」
と
題
す
る
パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
筆
者
は

ベ
ト
ナ
ム
原
子
力
研
究
所
の
ズ
ン
氏
と
共
同

議
長
を
務
め
た
。
日
本
の
五
名
の
学
生
、
ベ

ト
ナ
ム
の
三
名
の
若
手
研
究
者
と
学
生
一
名
、

計
九
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
研
究
で
遭
遇

し
た
課
題
と
そ
の
克
服
方
法
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
、
研
究
を
進
め
る
上
で
重
要
と
考
え

る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見

を
聞
く
な
ど
、フ
ロ
ア
を
交
え
て
討
論
を
行
っ

た
。
最
後
に
筆
者
よ
り
、
研
究
で
は
各
研
究

者
の
独
自
性
、
学
術
や
応
用
価
値

な
ど
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

両
国
の
若
手
の
交
流
が
今
後
の
協

力
に
と
っ
て
必
須
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
パ
ネ
ル
討
論
の
結
論
と
し
て
と

り
ま
と
め
た
。
前
回
に
引
き
続
き

二
泊
一
機
中
泊
と
弾
丸
出
張
で
あ
っ

た
が
、
交
流
の
深
ま
り
を
感
じ
さ

せ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
と
思
う
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京

都
の
対
比
で
は
、
両
市
に
関
係
す

る
小
説
家
・
医
者
で
あ
る
ア
ル
ト
ゥ

ル
・
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
と
森
鴎
外
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
シ
ュ
ニ
ッ

ツ
ラ
ー
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学

部
を
卒
業
し
て
医
師
と
し
て
働
き

つ
つ
、
作
家
活
動
を
早
く
か
ら
開

始
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
影
響

下
に
あ
っ
た
「
若
き
ウ
ィ
ー
ン
」
の

一
員
と
し
て
、
憂
愁
・
繊
細
美
を
特

徴
と
す
る
ウ
ィ
ー
ン
世
紀
末
文
化

の
雰
囲
気
を
基
調
に
、
鋭
い
心
理

分
析
と
、
洗
練
さ

れ
た
印
象
主
義
的

技
法
に
よ
っ
て
死
と

恋
愛
を
描
写
し
た
。

新
ロ
マ
ン
主
義
の
中

で
も
最
も
有
能
な

人
物
の
一
人
と
さ
れ

て
い
る
。「
ア
ナ
ト
ー

ル
」、「
輪
舞
」、「
み

れ
ん
」
な
ど
が
代

表
作
で
あ
る
。「
み
れ
ん
」
で
は
肺
を
病
む

女
と
看
護
す
る
男
と
の
間
の
恐
ろ
し
い
死
と

し
み
じ
み
と
し
た
愛
と
を
交
錯
さ
せ
て
い
る

　

一
方
、
森
鴎
外
は
現
在
の
島
根
県
に
生

ま
れ
、
東
大
医
学
部
を
卒
業
し
て
陸
軍
軍

医
に
な
り
、
一
八
八
四
年
か
ら
陸
軍
省
派
遣

留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
で
四
年
過
ご
し
た
。

一
八
八
七
年
に
は
万
国
衛
生
会
に
参
加
す
る

た
め
ウ
ィ
ー
ン
に
十
一
日
間
滞
在
し
て
い
る
。

代
表
作
の
一つ
「
高
瀬
舟
」
は
、
江
戸
時
代

の
京
都
の
高
瀬
川
を
下
る
高
瀬
舟
を
舞
台

と
し
、
安
楽
死
を
テ
ー
マ
と
し
た
有
名
な
短

編
歴
史
小
説
で
あ
る
。
鴎
外
は
ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
「
即
興
詩
人
」、
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ

ス
ト
」
な
ど
の
翻
訳
も
し
て
い
る
が
、
シ
ュ

ニ
ッ
ツ
ラ
ー
の
「
み
れ
ん
」
と
「
恋
愛
三
昧
」

を
翻
訳
し
て
い
る
。
両
人
と
も
奇
し
く
も

一
八
六
二
年
に
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
な
い
し
京

都
に
関
係
し
、
医
者
と
し
て
務
め
つ
つ
、
医

者
の
目
か
ら
見
た
死
や
恋
愛
を
描
い
た
小
説

家
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
鴎
外
の
小
説
は

「
高
瀬
舟
」
を
含
め
て
若
い
頃
に
何
作
か
読

ん
だ
が
、シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
の「
み
れ
ん
」を
や
っ

と
最
近
読
ん
だ
。
両
市
に
関
連
す
る
両
人
を

紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部

に
撮
影
を
お
願
い
し
た
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
旧
宅

の
記
念
碑
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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Road to ZERO  2050年目標

Bernhard Zlanabitnig
Leiter des EU-Umweltbüros

MQ Leopold Museum

　レオポルト美術館は新ディレクター、
2015 年営業報告、2016 年プログラムを発
表した。屋上に展望スペースも建設予定。

　国連気候変動枠組み条約第 21 回
締約国会議 COP21 で、地球温暖化
を阻止するための「パリ協定」が採
択され、地球の気温上昇 1.5℃以下
を目指す目標を定めた。そのために
は 化石燃料（石炭、石油、天然ガス
など）の放棄、再生可能エネルギー
促進、エネルギー効率化が必要だ。
　　オーストリアの専門家は、パッ
　　シヴハウスによって建造物セク
　　ションで 2050 年ゼロを目指す。

Günter Lang
Leiter der Passivhaus Austria

Johannes Wahlmüller
Klimasprecher Global 2000

Robert Lechner
Ökologie-Institut und ÖGNB

Hermut Krapmeier
Energieinstitut Vorarlberg

Road to ZERO - Der <1,5°C  Pfad für den Gebäudesektor


